
 

 

第３節 労働争議の調整  

令和6年中に係属した労働争議調整事件は、前年繰越、新規係属ともになかっ 

た。 
 
第１表 調整区分別取扱件数 

年 別 

前年繰越件数 新規係属件数 取  扱  件  数 

あっ

せん 
調停 仲裁

あっ

せん
調停 仲裁

あっ

せん
調停 仲裁 計 

R2 － － － 3 － － 3 － － 3 

R3 － － － 1 － － 1 － － 1 

R4 － － － － － － － － － － 

R5 － － － － － － － － － － 

R6 － － － － － － － － － － 

 
  
  
  
第２表 開始事由別取扱件数（新規係属分） 

年 別 
申     請 

職権 知事請求 計 
組 合 使 用 者 双  方

R2 2 1 － － － 3 

R3 1 － － － － 1 

R4 － － － － － － 

R5 － － － － － － 

R6 － － － － － － 

 
 

 

 

第３表 係属月別取扱件数（新規係属分） 

年 別 
1

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月 
計 

R2 － － － 1 － － － － 2 － － － 3 

R3 － 1 － － － － － － － － － － 1 

R4 － － － － － － － － － － － － － 

R5 － － － － － － － － － － － － － 

R6 － － － － － － － － － － － － － 

 

 

 

第４表 従業員規模別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

 50 人 未満   1 － － － － 

50 人～ 99 人 － － － － － 

100 人～199 人 1 － － － － 

200 人～299 人 － － － － － 

300 人～499 人 1 － － － － 

500 人～999 人 － － － － － 

1,000 人以上  － 1 － － － 

計 3 1 － － － 
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第３節 労働争議の調整  

令和6年中に係属した労働争議調整事件は、前年繰越、新規係属ともになかっ 

た。 
 
第１表 調整区分別取扱件数 

年 別 

前年繰越件数 新規係属件数 取  扱  件  数 

あっ

せん 
調停 仲裁

あっ

せん
調停 仲裁

あっ

せん
調停 仲裁 計 

R2 － － － 3 － － 3 － － 3 

R3 － － － 1 － － 1 － － 1 

R4 － － － － － － － － － － 

R5 － － － － － － － － － － 

R6 － － － － － － － － － － 

 
  
  
  
第２表 開始事由別取扱件数（新規係属分） 

年 別 
申     請 

職権 知事請求 計 
組 合 使 用 者 双  方

R2 2 1 － － － 3 

R3 1 － － － － 1 

R4 － － － － － － 

R5 － － － － － － 

R6 － － － － － － 

 
 

 

 

第３表 係属月別取扱件数（新規係属分） 

年 別 
1

月 

2

月 

3

月 

4

月 

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月 
計 

R2 － － － 1 － － － － 2 － － － 3 

R3 － 1 － － － － － － － － － － 1 

R4 － － － － － － － － － － － － － 

R5 － － － － － － － － － － － － － 

R6 － － － － － － － － － － － － － 

 

 

 

第４表 従業員規模別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

 50 人 未満   1 － － － － 

50 人～ 99 人 － － － － － 

100 人～199 人 1 － － － － 

200 人～299 人 － － － － － 

300 人～499 人 1 － － － － 

500 人～999 人 － － － － － 

1,000 人以上  － 1 － － － 

計 3 1 － － － 
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第５表 組合員規模別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

50 人未満   － － － － － 

50 人～ 99 人 － － － － － 

100 人～199 人 － － － － － 

200 人～299 人 － 1 － － － 

300 人～499 人 1 － － － － 

500 人～999 人 － － － － － 

1,000 人以上   1 － － － － 

不 明 1 － － － － 

計 3 1 － － － 

（注） 組合員数は、当該争議に係る支部又は分会の組合員数で計上した。 

 

 

 

第６表 上部団体加盟系統別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

連    合 － － － － － 

全  労  連 2 － － － － 

そ  の   他 1 － － － － 

計 3 － － － － 

（注） 上部団体への加盟系統については、本県レベルのもので区分し 

計上した。 

  

 

 

第７表 産業別取扱件数（新規係属分） 

区       分 R2 R3 R4 R5 R6 

Ａ 農業、林業 － － － － －

Ｂ 漁 業 － － － － －

Ｃ 鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － －

Ｄ 建設業 － － － － －

Ｅ 製造業 － － － － －

Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － －

Ｇ 情報通信業 － － － － －

Ｈ 運輸業、郵便業 1 1 － － －

Ｉ 卸売業、小売業 － － － － －

Ｊ 金融業、保険業 － － － － －

Ｋ 不動産業、物品賃貸業 － － － － －

Ｌ 学術研究、専門・技術サービス業 － － － － －

Ｍ 宿泊業、飲食サービス業 1 － － － －

Ｎ 生活関連サービス業、娯楽業 － － － － －

Ｏ 教育、学習支援業 － － － － －

Ｐ 医療、福祉 － － － － －

Ｑ 複合サービス事業 1 － － － －

Ｒ サービス業(他に分類されないもの) － － － － －

Ｓ 公 務 － － － － －

Ｔ 分類不能の産業 － － － － －

計 3 1 － － －
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第５表 組合員規模別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

50 人未満   － － － － － 

50 人～ 99 人 － － － － － 

100 人～199 人 － － － － － 

200 人～299 人 － 1 － － － 

300 人～499 人 1 － － － － 

500 人～999 人 － － － － － 

1,000 人以上   1 － － － － 

不 明 1 － － － － 

計 3 1 － － － 

（注） 組合員数は、当該争議に係る支部又は分会の組合員数で計上した。 

 

 

 

第６表 上部団体加盟系統別取扱件数（新規係属分） 

区   分 R2 R3 R4 R5 R6 

連    合 － － － － － 

全  労  連 2 － － － － 

そ  の   他 1 － － － － 

計 3 － － － － 

（注） 上部団体への加盟系統については、本県レベルのもので区分し 

計上した。 

  

 

 

第７表 産業別取扱件数（新規係属分） 

区       分 R2 R3 R4 R5 R6 

Ａ 農業、林業 － － － － －

Ｂ 漁 業 － － － － －

Ｃ 鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － －

Ｄ 建設業 － － － － －

Ｅ 製造業 － － － － －

Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － －

Ｇ 情報通信業 － － － － －

Ｈ 運輸業、郵便業 1 1 － － －

Ｉ 卸売業、小売業 － － － － －

Ｊ 金融業、保険業 － － － － －

Ｋ 不動産業、物品賃貸業 － － － － －

Ｌ 学術研究、専門・技術サービス業 － － － － －

Ｍ 宿泊業、飲食サービス業 1 － － － －

Ｎ 生活関連サービス業、娯楽業 － － － － －

Ｏ 教育、学習支援業 － － － － －

Ｐ 医療、福祉 － － － － －

Ｑ 複合サービス事業 1 － － － －

Ｒ サービス業(他に分類されないもの) － － － － －

Ｓ 公 務 － － － － －

Ｔ 分類不能の産業 － － － － －

計 3 1 － － －
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第８表 調整事項別取扱件数（新規係属分） 

区       分 R2 R3 R4 R5 R6 

Ａ 組 合 承 認 ・ 組 合 活 動            － － － － － 

Ｂ 協約締結・改定・解釈・実施            － － － － － 

Ｃ 労 働 条 件 改 定            4 1 － － － 

(1)賃 金           4 1 － － － 

賃 上 げ         － － － － － 

一 時 金         1 － － － － 

諸 手 当         1 － － － － 

そ の 他 賃 金         2 － － － － 

退職金、解雇手当、休業手当 － 1 － － － 

(2)賃金以外の労働条件           － － － － － 

労働時間、休日休暇 － － － － － 

作 業 方 法 の 変 更         － － － － － 

定 年 制         － － － － － 

そ の 他         － － － － － 

Ｄ 経 営 人 事            1 1 － － － 

事業休廃止・縮小         － － － － － 

企業合併、営業譲渡 － － － － － 

人 員 整 理         － － － － － 

配 転         1 － － － － 

解 雇         － 1 － － － 

そ の 他         － － － － － 

Ｅ 福 利 厚 生            － － － － － 

Ｆ 団 交 促 進            － － － － － 

Ｇ そ の 他            1 － － － － 

計 6 2 － － － 

新 規 係 属 事 件 数             3 1 － － － 

1事件当たりの平均調整事項数 2.0 2.0 － － － 

（注）１ 1事件に2つ以上の調整事項がある場合、それぞれ区分し計上したの

で、調整事件数とは一致しない。 

   ２ 調整事項が変更となった場合、変更後の調整事項により区分し計上

した。 

 

  

 

 

第９表 終結区分別取扱件数 

年別 

取扱 

件数 

（Ａ）

解 決（Ｂ） 

打切り

 

 

取下げ

 

（Ｃ）

不開始

 

（Ｄ）

翌年へ

の繰越 

（Ｅ） 

解決率

（％）

 

  
案提

示等 

自主

交渉

協約

締結
     

R2     3 － －    － 2 1     －     － 0.0

R3 1 1 －    － － － － － 100.0

R4 － － － － － － － － －

R5 － － － － － － － － －

R6 － － － － － － － － －

計   4 1 －    － 2 1     － －   33.3
 
（注）１ 「自主交渉」には、調整員の指名後において、事務局の事情聴取や 
    あっせん活動の影響を受けて、申請者が自主的な話合い等により解決し 
    たとして取り下げた場合が含まれる。 

   ２ 

    解決率（％）＝             ×100 

 

 

第１０表 所要日数別取扱件数 

区 分         R2 R3 R4 R5 R6 

  5日  未   満 － － － － － 

  5日  ～   9日 － － － － － 

 10日  ～  14日 － － － － － 

 15日  ～  19日 － － － － － 

 20日  ～  29日 － － － － － 

 30日  ～  49日 － － － － － 

 50日  ～  99日 2 1 － － － 

100日  ～ 199日 － － － － － 

200 日  以   上 － － － － － 

 計 2 1 － － － 

延べ所要日数  （ 日 ） 143 71 － － － 

1事件当たりの平均所要日数 71.5 71.0 － － － 

（注）１ 前年からの繰越分は終結年において計上した。 

   ２ 不開始、指名前取下げ及び翌年への繰越分を除く。 

  

Ｂ

Ａ－（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）
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第８表 調整事項別取扱件数（新規係属分） 

区       分 R2 R3 R4 R5 R6 

Ａ 組 合 承 認 ・ 組 合 活 動            － － － － － 

Ｂ 協約締結・改定・解釈・実施            － － － － － 

Ｃ 労 働 条 件 改 定            4 1 － － － 

(1)賃 金           4 1 － － － 

賃 上 げ         － － － － － 

一 時 金         1 － － － － 

諸 手 当         1 － － － － 

そ の 他 賃 金         2 － － － － 

退職金、解雇手当、休業手当 － 1 － － － 

(2)賃金以外の労働条件           － － － － － 

労働時間、休日休暇 － － － － － 

作 業 方 法 の 変 更         － － － － － 

定 年 制         － － － － － 

そ の 他         － － － － － 

Ｄ 経 営 人 事            1 1 － － － 

事業休廃止・縮小         － － － － － 

企業合併、営業譲渡 － － － － － 

人 員 整 理         － － － － － 

配 転         1 － － － － 

解 雇         － 1 － － － 

そ の 他         － － － － － 

Ｅ 福 利 厚 生            － － － － － 

Ｆ 団 交 促 進            － － － － － 

Ｇ そ の 他            1 － － － － 

計 6 2 － － － 

新 規 係 属 事 件 数             3 1 － － － 

1事件当たりの平均調整事項数 2.0 2.0 － － － 

（注）１ 1事件に2つ以上の調整事項がある場合、それぞれ区分し計上したの

で、調整事件数とは一致しない。 

   ２ 調整事項が変更となった場合、変更後の調整事項により区分し計上

した。 

 

  

 

 

第９表 終結区分別取扱件数 

年別 

取扱 

件数 

（Ａ）

解 決（Ｂ） 

打切り

 

 

取下げ

 

（Ｃ）

不開始

 

（Ｄ）

翌年へ

の繰越 

（Ｅ） 

解決率

（％）

 

  
案提

示等 

自主

交渉

協約

締結
     

R2     3 － －    － 2 1     －     － 0.0

R3 1 1 －    － － － － － 100.0

R4 － － － － － － － － －

R5 － － － － － － － － －

R6 － － － － － － － － －

計   4 1 －    － 2 1     － －   33.3
 
（注）１ 「自主交渉」には、調整員の指名後において、事務局の事情聴取や 
    あっせん活動の影響を受けて、申請者が自主的な話合い等により解決し 
    たとして取り下げた場合が含まれる。 

   ２ 

    解決率（％）＝             ×100 

 

 

第１０表 所要日数別取扱件数 

区 分         R2 R3 R4 R5 R6 

  5日  未   満 － － － － － 

  5日  ～   9日 － － － － － 

 10日  ～  14日 － － － － － 

 15日  ～  19日 － － － － － 

 20日  ～  29日 － － － － － 

 30日  ～  49日 － － － － － 

 50日  ～  99日 2 1 － － － 

100日  ～ 199日 － － － － － 

200 日  以   上 － － － － － 

 計 2 1 － － － 

延べ所要日数  （ 日 ） 143 71 － － － 

1事件当たりの平均所要日数 71.5 71.0 － － － 

（注）１ 前年からの繰越分は終結年において計上した。 

   ２ 不開始、指名前取下げ及び翌年への繰越分を除く。 

  

Ｂ

Ａ－（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）
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第１１表 調整回数別取扱件数 

区     分 R2 R3 R4 R5 R6 

0   回 － － － － －

1   回 1 1 － － －

2   回 － － － － －

3      回 1 － － － －

4   回 － － － － －

5      回 － － － － －

6 回 以 上 － － － － －

計 2 1 － － －

調整を開催した事件数 2 1 － － －

 調整延べ開催数（ 回 ） 4 1 － － －

調整を開催した事件の 

1事件当たりの平均回数 
2.0 1.0 － － －

（注）１ 前年からの繰越分は終結年において計上した。 

      ２ 不開始、指名前取下げ及び翌年への繰越分を除く。 

 

第１２表 新規係属事件における合同労組事件の係属状況 

（単位：件） 

年 別 全事件 合 同 労 組 事 件 
合同労組事件中 

駆込み訴え事件 

R2       3    3 (100.0％)    2 ( 66.7％)〔  66.7％〕

R3    1 1 (100.0％) 1 (100.0％)〔 100.0％〕

R4    － － (    －) － (     －)〔      －〕

R5    － － (    －) － (     －)〔      －〕

R6    － － (    －) － (     －)〔      －〕

（注）１ 「合同労組」とは、一定の地域で企業の枠を超え、中小企業の労働者 

    を主に組織し、個人加盟ができる組合のことをいう。（中央労働委員会 

    事務局「都道府県労働委員会状況報告要領」より） 

   ２ 「駆込み訴え事件」とは、労働者が調整事件となり得る状況が発生し

た後に合同労組に加入し、当該組合から当該事項を調整事項として申請

があった事件。（中央労働委員会事務局「都道府県労働委員会状況報告

要領」より） 

   ３ 合同労組事件中駆込み訴え事件欄の（ ）は新規係属事件数に占める割

合、〔 〕は合同労組事件数に占める割合である。 

 

 

第４節 争議行為予告通知及び労働争議の実情調査 

 １ 争議行為予告通知 

   令和6年中の労調法第37条に基づく争議行為予告通知のうち、本県に係る

ものの件数は43件（前年38件）である。通知先別では、当委員会5件、中労委

38件となっている（第１表）。 

   主な争議事項は、賃上げ25件、夏季一時金10件、年末一時金5件と、賃金関

係が全体の93.0％を占めている（第２表）。 

   産業別では、運輸が28件で最も多く、次いで医療が11件、通信が3件の順と

なっている（第３表）。 

 
第１表 通知先別通知件数 

区 分 R2 R3 R4 R5 R6 

県 労 委 4  4 6 5 5  

中 労 委 31  33 31 33 38  

計 35  37 37 38 43  

（注） 中労委通知分は、争議行為が 2つ以上の都道府県にわたるとして中労委

に通知があったもののうち、本県に関わるものである。 
 
第２表 主要争議事項別通知件数 

年別 賃上げ 
夏 季 

 
一時金 

年 末
 

一時金

年 間
 

一時金

その他
の賃金
関 係

その他 計 

   R2 17 3 6 0 2 7 35 

R3 17 5 5 0 0 10 37 

 R4 18 5 5 0 0 9 37 

 R5 20 5 5 0 0 8 38 

 R6 25 10 5 0 0 3 43 
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